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はしがき

砕波は風から吹送流に輸送される運動量の相当部分を担うだけでなく,風波表面下にBreakingwaveaffected

layerなどと呼ばれる強い渦拡散層を生成し,吹送流の鉛直分布や鉛直混合に大きな影響を及ぼしていることが

水槽実験や現地観測を通じて明らかになって来た.ヾしかしながら,風の作用下にある風波砕波の特性が未解明な

こともあり,実際に砕波がどのように運動量や乱流エネルギーの輪送過程に関わっているかは明らかになってお

らず,砕波の影響を風の海面応力に含めてバルク係数で評価し,海面を'侮摘とする扱いが依然としてな

tさ担ている.このため,流速の時間変化や海面近くの鉛直分布などに大きな誤差が生じその影響は浅海での吹
送流に支配される沖合い漂砂などの沿岸海域での各種輸送現象に及坊砕波の影響をマクロ的に評価できるモデ

ルの確立は海岸工学的にも重要な課題となっている.

本研究は,砕波を伴う風波下の吹送流の流速や鉛直分布,渦拡散などを正しく計算する上で必要となる風波砕

波のマクロ評価モデルの構築を目指し,風波砕波を介して行われる風から吹送流への運動量･乱流エネルギーの

輸送過程や渦拡散過程の物理機構を明らかにするとともに,その成果に基づいてモデルの開発を試みたものであ

るiご
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